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１．概要（Summary） 

Fe 基磁歪薄膜の試料作製のため、基板となるシリ

コンウェハの加工を依頼した。 
 
２．実験（Experimental） 

ダイシングマシーン(DISCO 社製 DAD321)を用い

てシリコン基板を 7~15mm 角に切断した。得られた

シリコン基板にスパッタ装置 SPC350 を用いて FeCo
薄膜をスパッタし、磁歪合金薄膜を作製した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 Fig.１に Fe 基磁歪合金を用いたエネルギーハーベ

スト素子によって LED が発光した例を示す。現在、

薄膜ならびにバルク試料にて実用化検討を進めてお

り、いくつかの素子においては比較的大きな出力を得

ることに成功している。今後は電池等を必要としない

電源としての実用化研究を進める予定である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.1 LED light emission by Fe-based 
magnetostrictive alloy. 

 

 
４．その他・特記事項（Others） 
なし。 
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